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市政だより

昭和57年 3月1日 No.942 

人口の動き

2月1日現在 前月比

人口計 66.863 + 7 
男 32.224+ 16 
女 34.639- 9 

世帯数 19.321+ 4 
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rなζやかに へ
手話を習得 j

80人が受講

手話講習会が毎週水曜、午後6時，..， 8時まで福祉セ

ンターで行われています。この講座は、市が県ろうあ

福祉協会大村支部iζ委託して行っているもので、上・

中・初級の 3コースに約80人が受講じています。もう

すぐ卒業を迎えますが、耳と言葉が不自由な方にどの

程度通じるか、皆さんは期待と不安が一緒のようです

また 4月から57年度の講習会が行われるようになっ

ています。あなたも指先の会話を試してみませんか@
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「確定申告は | 

~3月 15日まで」

おおむ市政だより昭和57年 3月1日
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月所
十 得
五 .税
目の
ま 確
で定
で 申
す告
。と

納
税
は

〔
申
告
が
必
要
な
人
〕

マ
商
売
を
し
て
い
る
人
、
不
動
産

収
入
の
あ
る
人
な
ど
で
昭
和
五

十
六
年
中
の
各
種
の
所
得
の
合

計
額
が
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控

除
の
合
計
額
よ
り
多
い
人

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
以
外
の

所
得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

や
給
与
の
年
収
が
一
千
万
円
を

超
え
る
人

マ
土
地
や
家
屋
な
ど
を
売
っ
た
場

合
の
譲
渡
所
得
(
利
益
)
の
あ

る
人

〔
所
得
税
の
延
納
〕

確
定
申
告
で
納
め
る
乙
と
に
な

る
税
額
の
二
分
の
一
以
上
を
三
月

十
五
日
ま
で
に
納
め
る
と
、
残
り

の
税
額
は
五
月
三
十
一
日
ま
で
延

納
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。
乙
の

延
納
期
間
中
に
は
年
七
・
三
%
の

利
子
税
が
か
か
り
ま
す
。〔

贈
与
税
の

申
告
〕一

年
間
に

贈
与
を
受
け

た
財
産
の
価

額
の
合
計
が

六
十
万
円
を

超
え
る
と
き

は
、
三
月
十

五
日
ま
で
に

申
告
と
納
税

が
必
要
で
す

贈与税の申告もお忘れなく

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

諌
早
税
務
署
(
雷
諌
早
②
|
一

三
七
O
〉
で
は
、
い
つ
で
も
ど
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ど
遠
慮
な

く
お
出
か
け
下
さ
い
。

タ
所
得
税
の
納
税
は

。
市
県
民
議
、
国
民
健

康
保
険
税
の
個
人
申

告
書
の
提
出
期
限
は

3
月
時
国
で
す

昭
和
五
十
七
年
度
市
県
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
書
を
各

世
帯
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
昭

和
五
十
六
年
中
に
所
得
が
あ
っ
て

ま
だ
申
告
書
が
届
か
な
い
方
は
、

。
税
の
こ
と
な
ら
お
気

軽
に
税
務
相
談
所
ヘ

税
務
相
談
所
は
、
税
金
の
申
告

が
わ
か
ら
な
い
。
乙
ん
な
悩
み
を

お
持
ち
の
小
企
業
納
税
者
の
た
め

に
「
税
務
署
、
税
理
士
会
、
商
工

会
議
所
」
の
三
者
で
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

記
帳
の
仕
方
か
ら
税
務
申
告
ま

で
、
税
の
こ
と
な
ら
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
つ
指
導
と
ど
相
談
に
お
応

え
し
て
い
ま
す
。

専
門
指
導
員
が

口
座
振
替
で
4

4

国
税
の
還
付
金
は

銀
行
振
替
で
p

(
税
務
課
)

<> 

。

出
張
所
ま
た
は
税
務
課
に
準
備
し

て
い
ま
す
の
で
申
し
出
て
下
さ
い

な
お
、
申
告
書
の
提
出
は
混
雑

を
防
ぐ
た
め
、
申
告
書
に
記
載
し

て
あ
る
期
日
及
び
会
場
を
ご
利
用

下
さ
い
。

申
告
に
つ
い
て
お
わ
か
り
で
な

い
と
き
は
、
税
務
課
へ
お
た
ず
ね

下
さ
い
。

(
税
務
課
)

<> 

<> 

常
時
あ
た
る
ほ
か
、
税
理
士
の
指

導
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

青
色
、
白
色
を
問
わ
ず
、
小
企

業
者
で
あ
れ
ば
わ
ず
か
な
会
費
で

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す。

詳

し
く
は
大
村
商
工
会
議
所
税
務
相

談
所
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

(
税
務
課
)

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

個

人

事

業

税

の

課

税

対

象

業

種

が

拡

大

昭
和
五
十
六
年
度
の
地
方
税
法

の
改
正
に
よ
り
、
個
人
事
業
税
が

課
税
さ
れ
る
事
業
と
し
て
、
新
た

に
四
業
種
(
不
動
産
貸
付
業
、
駐

車
場
業
、
デ
ザ
イ
ン
業
、
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
)
が
追
加
さ
れ
、
五

十
六
年
中
の
所
得
か
ラ
り
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
内
、
不
動
産
貸
付
業
ま
た

は
駐
車
場
業
に
つ
い
て
は
、

次
に

掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は

個
人
事
業
税
の
課
説
対
象
と
な
り

ま
す
。

〔不
動
産
貸
付
業
〕

V
建
物
の
場
合

肘
住
宅
の
貸
付
け
は
十
五
室
以

ヒ

(
五
十
九
年
度
か
ら
十
室
以

上
)
ま
た
は
十
棟
以
上

川
ア
以
外
の
貸
付
け
は

十
室
以
上
ま
た
は
五
棟

以
上

マ
土
地
の
場
合

的
住
宅
用
土
地
の
貸
付

け
契
約
件
数
が
十
件
以

上
ま
た
は
貸
付
面
積
が

二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

L
L
 

川
ア
以
外
の
貸
付
け
契

約
件
数
が
十
件
以
上
、
た
だ
し

要
件
に
満
た
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
不
動
産
の
規
模
、
賃
貸
料

収
入
の
状
況
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
て
、
不
動
産
貸
付
業
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
判
定
す
る

乙
と
が
あ
り
ま
す
。

「
駐
車
場
業
〕

マ
建
築
物
で
な
い
駐
車
場
金
問
空

駐
車
場
な
ど
)

収
容
台
数
十
台
以
上

マ
建
築
物
で
あ
る
駐
車
場

収
容
台
数
の
い
か
ん
に
か
か
わ

ら
ず
対
象
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
諌
早
県
税
事
務
所

(雷
、

諌
早
②
|
O
五
O
八
)
へ
お
問
合

せ
下
さ
い
。

(説
務
課
)

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

住
み
よ
い
町
の

基
礎
づ
く
り

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

¥
1
1
1
安
い
掛
金
・
手
続
き
が
簡
単
。
I

t
-
-

市
民
交
通
傷
害
保
険

ま

受

付

中

11
1
1
6
1
1
¥

皆
さ
ん
が
現
在
加
入
し
て
お
ら

れ
る
市
民
交
通
傷
害
保
険
の
有
効

期
限
が
三
月
三
十
一
日
で
終
了
し

ま
す
の
で
、
昭
和
五
十
七
年
度
分

の
受
付
け
を
二
月
二
十
二
日
か
ら

た

だ

い

行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
自
動
車
は
も
と
よ
り
、

自
転
車
、
バ
イ
ク
な
ど
二
輪
車
の

増
加
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
転
倒

に
よ
る
人
身
事
故
が
非
常
に
増
え

て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
一

家
の
柱
を
、
ご

家
族
を
予
告
な
し
に
お
そ
っ
て
き

ま
す
。
こ
う
し
た
悲
惨
な
交
通
事

故
に
備
え
、
家
族
そ
ろ
っ
て
市
民

交
通
場
害
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ

，っ。〔
加
入
で
き
る
人
〕

市
内
に
住
所
の
あ
る
人
、
市
内

一
…市

立

図

書

館

…

一

一

何

回

i
お

日

ま

で

休

館

一

一

市

立

図
書
館
は、

ば
く

書

お

返

し

下

さ

い

。

一

一

(
蔵
書
の
整
理
、
点
検
、
ヵ

i

期
間
三
月
十
五
日

t
二
十
五
一

一
ド
、

目
録
の
整
備
な
ど
を

行

日

ま

で

-

一

う

〉

の

た

め

次

の

期

間

休

館

し

(

市

立

図

書

館

)

一

一
ま
す
。

貸
し
出
し
中
の
図
書
は

一

に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人
は
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

〔
申
込
方
法
〕

申
込
用
紙
は
町
内
会
を
通
じ
て

各
家
庭
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
が

町
内
会
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
場

o 

軽
自
動
車
税
(
市
税
〉

合
は
町
内
会
に
、
個
人
で
申
込
ま

れ
る
場
合
は
生
活
環
境
課
ま
た
は

出
張
所
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

〔
掛
金
〕

一
口
四
百
八
十
円
で
、
一
人
ニ

口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。
な
お
、

五
月
以
降
の
中
途
中
込
み
は
一
口

の
場
合
、
月
割
四
十
円
で
す
。

{
保
険
金
〕

五
千
円
か
ら
最
高
八
十
万
円
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
二
口
加
入
の
場

合
は
そ
の
倍
額
で
す
。

(生
活
環
境
課
)

o 

。

廃
車
・
譲
渡
な
ど
は
手
続
き
を

軽
自
動
車
な
ど
に
つ
い
て
、
廃

棄
、
滅
失
、
譲
渡
、
住
所
移
転
な

ど
の
申
告
が
な
い
場
合
は
、
そ
の

ま
ま
課
税
す
る
こ
と
に
な
り
、
何

か
と
お
手
数
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か
に

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
軽
自
動
車
税
は
、
昭
和

五
十
六
年
度
か
ら
月
割
課
税
制
度

が
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
軽
四

輪
、
二
輪
小
型
(
二
五

0
c
cを

乙
え
る
〉
な
ど
を
賦
課
期
日
(
四

月
一
日
)
の
翌
日
以
降
に
廃
草
さ

れ
て
も
、
税
金
の
払
い
戻
し
は
あ

り
ま
せ
ん
。

(税
務
課
)

一
向
協
防
協
称
略
B
i
l
l
i
-
-
j
a
i
l
-
-

一

一

…

一

…

け

い

ち

つ

約

一

一
一
…
…
啓
塾
一
…
…
一

一
テ
レ
ビ
の
朝
の
シ
ョ

l
番
組

て
斗
ノ
、
、
子
一
土

-

、
、

〆
d

一
、
、
ノ
-
ぷ
一
一
回
・
，

一
で
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
「
お
は
，

πミー

-
5
r示
、

一

一
ょ
う
ご
ざ
い

ま

す

。

今

日

は

啓

-

〆

'?

J
一

一
塾
。

穴
ご

も

り

し

て

い

た

虫

が

w

d

拙

一

白
川

C
5

・

一
は
い
出
し
て
く
る
季
節
で
す

o

b

川

ナ

一

aaa-E

，

.

，

『

，

一
い
よ
い
よ
春
で
す
ね
」
と
い
っ

e
弘

三

件

/

一

一
た
ら
、
聞
い
て
い
た
子
供
が
、
!

/
/ぃ
ハ
辺
一
川
島
一

M
-
-
t
a
a
-
-四
回
開
V

J

v

h

』

』

，

F

「
ほ
ん
と
だ
ね
。
さ
っ
き
流

陶

e
し
り

ト

ぷ

一
し
の
と
乙
ろ
に
コ
キ
フ
リ
が
顔

J
p
s
y

一

-
を
出
し
て
た
よ
」
と
い
っ
た
と

l

r

晶

一

一
か
。

年

は
三
月
六
日
。
こ
の
仁
ろ
は
一

一

自

然
に
目
を
向
け
る
乙
と
が
所
に
よ
っ
て
は
ま
だ
真
冬
で
、
一

一
少
な
く
な
っ
た
最
近
の
生
活
で
乙
の
あ
と
で
豪
雪
が
く
る
乙
と
一

一
は
、
虫
と
い
え
ば
ゴ
キ
ブ
リ

な

も

多
い
で
す
が
雪
の
な
い
と
こ
一

一
ど
を
す
ぐ
連
想
す
る
の
も
む
り
ろ
で
は
、
た
し
か
に
虫
な
ど
が
一

一
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

暖

動

き

は

じ

め

ま

す

。

一

一
房
が
行
き
わ
た
っ
て
、
ゴ
キ
ブ
そ
れ
に
し
て
も
、
啓
塾
の
文
一

一
リ
な
ど
が
ピ
ル
や
家
の
中
で
越
字
は
む
ず
か
し
い
。

塾
は
虫
が
一

一
冬
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、

季
節

土
中
に
こ
も
る
乙
と
。
徳
川
時
一

一
感
が
う
す
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
代
の
武
士
の
刑
罰
に
塾
居
と
い
一

一

啓

塾
は
、
年
を
二
十
四
の
節
う
の
が
あ
っ
た
の
を
ど
存
じ
で
一

一
気
に
わ
け
で
季
節
を
あ
ら
わ
す

し
よ
う
。
乙
れ
は
虫
の
冬
眠
み
一

一
も
の
の
ひ
と
つ
で
、

冬
眠
し

て

た

い

に
家
の
中
で
謹
慎
し
て
い
一

一
い
た
虫
や
へ
ビ
が
、

穴
か
ら
出
る
こ
と
で
す
。
啓
は
ひ
ら
く
で
一

一
て
く
る
時
期
。
毎
年
三
月
六
日
穴
を
ひ
ら
い
て
出
て
く
る
と
い
一

一

ご

ろ

が

乙

の

日

に

あ

た

り

、

今

う

乙

と

で

す

。

一
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世孟
国民年金の保険料

し…二一二 -5-;~;22e円J

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月

か
ら
一
カ
月
分
が
五
千
二
百
二
十

円
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
老
齢
年
金
の
受
給
者

が
増
え
続
け
て
い
く
の
と
、
年
金

額
が
物
価
上
昇
な
ど
に
合
わ
せ
て

毎
年
増
額
さ
れ
て
い
く
の
で
、
給

付
の
足
し
前
を
す
る
国
の
負
担
額

も
増
え
、
被
保
険
者
の
保
険
料
負

担
も
増
え
て
い
く
た
め
で
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
り
し
て

い
る
と
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金

が
、
ま
た
、
将
来
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り

℃

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

i
ま
の
で
、
必
ず
保
険
料
は

b
蝿

v
d

期
限
ま
で
に
納
め
る
よ

ぐ

S

A

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

』ヘ
，I
討
包
い

J

な
お
、
生
活
が
苦
し

ご

く
て
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
人
は
、
保
険
料

免
除
の
制
度
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
保
険
年

金
課
に
お
た
ず
ね
下
さ

(
保
険
年
金
課
〉

天

正

遺

欧

少

年

使

節

@
記
録

。
日
本
へ
向
け
て
リ
ス

ポ
ン
出
航

発
時
に
は
ま
だ
あ
ど
け
な
か
っ

た
少
年
達
は
、
も
う
あ
れ
か
ら

約
四
年
が
経
過
し
、
年
少
の
者

で
も
十
七
歳
に
、
上
の
者
は
十

九
歳
に
も
な
り
、
も
う
立
派
な

青
年
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。

四
月
十
三
日
、
初
め
て
見
る

も
の
に
驚
き
の
連
続
で
あ
っ
た

そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
よ
い
よ

使
節
一
行
は
、
約
一
年
半
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
歴
訪
の
旅

を
終
え
て
、
一
五
八
六
年
の
一

月
に
、
か
つ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第

一
歩
の
地
で
あ
っ
た
リ
ス
ボ
ン

に
再
び
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
出

※ 

天
正
遺
欧
少
年
使
節
顕
彰
事
業
に
浄
財
を
ノ
.

(
事
務
局
・
大
村
商
工
会
議
所
で
受
付
け
て
い
ま
す
)

⑩ 

別
れ
を
告
げ
る
日
が
や
っ
て
き

ま
し
た
@
使
節
が
乗
り
組
ん
だ

サ
ン
・
フ
ェ
リ
ッ

ペ
号
は
「
堅

固
な
城」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に

頑
丈
な
船
で
、
そ
の
う
え
難
破

の
恐
れ
か
ら
、
二
十
八
鰻
か
ら

の
船
団
を
組
ん
で
出
航
し
ま
し

た。
乙
の
船
は
ま
る
で
「
宝
船
」

で
し
た
。
彼
等
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
で
賜
っ
た
様
々
な
品
物
が

満
載
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
金

銀
の
財
宝
、
万
剣
、
楽
器
、
書

物
、
武
具
、
絵
画
、
そ
れ
に
印

刷
機
械
な
ど
、
高
価
な
も
の
ば

図
か
り
で
し
た
。
ま
た
イ
エ
ズ
ス

古
会
の
活
動
資
金
と
し
て
、
約
三

泊
十
教
会
分
の
年
間
活
動
費
に
も

ば
相
当
す
る
一
万
ク
ル

l
ザ
!
ト

ザ
ほ
ど
の
幕
大
な
お
金
も
含
ま
れ

モ
て
い
ま
し
た
。

比
較
的
お
だ
や
か
な
航
海
の

う
ち
に
、
七
月
七
日
に
は
ア
フ

リ
カ
南
端
の
喜
望
峰
に
達
し
ま

し
た
。
乙
の
あ
た
り
で
は
、
海

は
死
ん
だ
よ
う
に
静
か
で
し
た

岬
を
通
過
す
る
と
大
砲
を
撃
っ

て
乙
れ
を
祝
い
、
慣
例
に
よ
っ

て
総
べ
て
乗
客
は
航
海
士
に
贈

り
物
を
し
ま
し
た
。
ま
た
船
か

ら
垂
ら
し
た
釣
糸
に
は
、
七
十

尾
も
の
大
き
な
魚
が
か
か
り
、

さ
っ
そ
く
こ
れ
を
料
理
し
て
船

上
で
の
お
祝
い
は
、
更
に
に
ぎ

や
か
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
乙
れ
は
嵐
の
前
の

静
け
さ
だ
っ
た
の
で
す
。
暴
風

雨
に
み
ま
わ
れ
た
喜
望
峰
を
迂

回
し
た
直
後
と
、
イ
ン
ド
航
路

の
墓
場
と
い
わ
れ
た
サ
ン
・
ロ

レ
シ
ソ
島
(
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
)

の
海
狭
を
通
る
と
き
と
は
、
ま

さ
に
沈
没
す
前
で
し
た
。
そ
し

て
海
岸
の
カ
フ
リ
族
は
、
沈
没

を
今
か
い
ま
か
と
待
ち
受
け
て

い
た
の
で
す
。

八
月
末
日
、
サ
ン
・
フ
ェ
リ

ッ
ペ
号
は
無
事
に
、
ロ
レ
ン
ソ

島
の
対
岸
に
あ
た
る
ア
フ
リ
カ

南
部
の
モ
ザ
ン
ピ
ク
に
入
港
し

ま
し
た
。
し
か
し
既
に
イ
ン
ド

に
向
か
う
風
の
季
節
は
過
ぎ
て

し
ま
勺
て
い
た
の
で
す
。
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※ 

大
村
線

乗
ろ
う
守
ろ
う

ダ
イ
ヤ
を
増
そ
う

ペ
ー
小
中
学
校
ヘ

f
l
入
学
の
遺
児
ヘ
祝
金

• 

該

当

者

遺
児
の
入
学
を
祝
い
健
全
な
育

成
を
願
っ
て
、
小
・
中
学
校
に
入

学
す
る
児
童
の
保
護
者
に
対
し
祝

金
を
差
し
上
げ
ま
す
。
該
当
者
は

申
請
し
て
下
さ
い
。

対
象
と
な
る
児
童

V
父
母
の
婚
姻
解

消
に
よ
り
父
ま
た

は
母
に
養
育
さ
れ

て
い
る
児
童

V

父
ま
た
は
母
が
死

亡
し
た
児
童

V

父
ま
た
は
母
が
廃

疾
の
状
態
に
あ
る

一
由
民
年
金
〕

一

一

保

険

料

は

3
月

中

に

一

一
昭
和
五
十
六
年
度
の
四
期
分
別
の
事
情
な
ど
で
保
険
料
を
納
一

一
の
年
金
保
険
料
は
、
三
月
中
に
め
る
乙
と
が
で
き
な
い
場
合
は
一

一
納
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
保
険
年
金
課
か
近
く
の
出
張
所
一

一
前
の
納
期
に
納
め
忘
れ
て
い
る
で
免
除
申
請
を

L
て
下
さ
い
。
一

一
方
も
、
必
ず
三
月
中
に
納
め
る
申
請
に
は
印
か
ん
が
必
要
で
す
一

一

よ

う

に

し

て

下

さ

い

。

(

保

険

年

金

課

〉

一

一

ま

た

、

強

制

加

入

の

人

で

特

一

は

申

請

を

児
童

V
父
ま
た
は
母
の
生
死

が
明
ら
か
で
な
い
児
童

V
父

ま
た
は
母
に
遺
棄
さ
れ
て
い
る

児
童

V
父
ま
た
は
母
が
長
期

に
わ
た
り
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児

童

V
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
懐
胎
し
た
児
童

。

支
給
要
件
四
月
一
日
現
在
、
本

市
に
引
き
続
き
三
カ
月
以
上
住

所
を
有
す
る
遺
児
で
小
・
中
学

校
に
入
学
す
る
児
童

視
金
の
額
三
千
円

申
請
方
法
三
月
一
日

t
三
十
一

臼
ま
で
に
福
祉
課
へ
※
申
請

書
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
※

申
請
に
は
住
民
票
と
う
本
、
印

か
ん
な
ど
が
必
要
で
す
。
※
祝

金
は
保
護
者
の
預
金
口
座
に
振

込
み
ま
す
の
で
、
銀
行
ま
た
は

農
協
の
普
通
預
金
通
帳
を
ど
持

参
下
さ
い
。

(
福
祉
課
)

。

。

i ご存じですか i 

j就学援問制度!乙号
; のす

需 制る
教 度制

育 L一一一一一一一一一一一一一一..1乙度
委 はで
員下な庶市は希のて助たのあ認す
会さく務教学望で認対上意り定。
庶い申課育校さ、定象、見、の
務。しへ委まれ援し者就を関基
課 出遠員たる助まと学問係準
) て慮会は方をすし援い者が

就
学
援
助
制
度
と
は
、
保
護
者

が
病
弱
で
あ
る
と
か
、
職
業
が
不

安
定
で
あ
る
な

ど
の
経
済
的
理

由
で
、
小
・
中

学
生
や
新
し
く

入
学
す
る
児
童

.
生
徒
に
義
務

教
育
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
、

そ
の
事
情
が
好

転
す
る
ま
で
の

問
、
就
学
に
必

要
な
学
用
品
や
給
食
費
な
ど
の
援

l祭 V 説....r-.どうな辞まを ー!
i 全冠婚結図利な人をたどお よ I; 
i集婚礼婚書用関た依、うめ l文II ~ 
i 葬百式名下係ち頼 媒 すで で I!

. . . . 祭 科 披 〕 さ 図 の さ 酌 す た I I! 
; 若 事 露 い 書 たれ人めい I I i 
!い典 V 宴 。がめた、た結 雲主 Ii 
t 人媒百 あにが被ら婚 ーIi 
H の V 酌 科 り、 i露よ式 I 1: 
z た冠人 ま.次: 宴 い の I 1; 
iめ婚百 V すのそのか準 庁、 Il 
iの葬科図 。よん祝、備 vf11 

1 I 

....の・冠 川!
i 結マ仲婚 ~..ヘ〈 紹 Il
i 婚ナ人葬 aハF V111 h! 

礼!の祭 圃r司ペ II i 
!法心 同色，..J I 1; 

と V 得 .... \~.:入ーーベ ι.-' hl: 
市司結町結 \ぷ\/~ ?f I! 
立会婚 V 婚 ~~~ぬ I I! 

i 図・礼冠式 福司\..~~区、 I I! 
i書仲法婚と 直亘書~ I I 
; 館 人 全 葬 司 I 1 

......，書祭会 一i

第

3
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
を
受
付
け
て
い
ま
す

戦
没
者
の
遺
族
で
、
公
務
扶
助

料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
給
し
て

い
た
人
が
、
昭
和
五
十
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
受
給
権
を
失
く

し
、
受
給
す
る
人
が
全
く
い
な
く

な
っ
た
遺
族
と
、
元
陸
海
軍
部
内

の
判
任
官
な
ど
で
、
文
官
と
し
て

死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
遺
族

が
公
務
扶
助
料
を
受
給
し
て
い
た

が
そ
の
人
が
死
亡
し
た
た
め
、
受

給
権
を
失
く
し
た
遺
族
に
対
し
国

庫
債
券
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
現
在
ま
で
に
特
別
弔

慰
金
を
遺
族
の
誰
か
が
受
給
さ
れ

た
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。(

福
祉
課
)
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注
射
と
検
診

-1歳

6
カ
月
児

健

康

診

対
象
昭
和
五
十
五
年
八
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
周
年
三
月

i
七
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康

診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も

受
診
し
て
下
さ
い
。

( ~~Iふ参磯
思イ@公E

日
時
三
月
十
二
日
、
十
九
日

午
後
一
時

I
一
時
三
十
分
受
付

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
と
送
付
し
ま
し

た
問
診
票
を
記
入
の
上
、
必
ず

ど
持
参
下
さ
い
。(

生
活
環
境
課
〉

園
循
環
器
検
診
の
結
果

一
月
中
旬
に
行
い
ま
し
た
循
環

器
検
診
の
結
果
は
、
二
月
二
十
日

ま
で
に
通
知
の
こ
な
か
っ
た
人
は

異
常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

(
生
活
環
境
課
)

査

講

座

-
勤
労
青
少
年
ホ

i
ム

教
養
講
座

四
月
か
ら
開
設
さ
れ
る
教
養
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
申

命

※ 

耳

と

仁3

葉

の

相

談

込
み
順
で
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
切

り
ま
す
の
で
、
早

自
に
お
申
込
み
下

さ
い
。

期

間

四

月

1
九

月
ま
で
(
前
期
)

週
一
回
、
一
カ

月
四
回
、
午
後

六
時
三
十
分
か

ら
二
時
間

種
目
〔
月
曜
〕
料
理
A

〔火

曜
〕
き
も
の
着
付
、
生
花
A

〔
水
曜
〕
書
道
ペ
ン
、
コ
ー
ラ

ス
、
卓
球
〔
木
曜
〕
茶
道
、

料
理
B

〔
金
曜
〕
フ

ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
、
生
花
B

対
象

市
内
在
住
ま
た
は
勤
め
て

い
る
三
十
歳
未
満
の
勤
労
青
少

年
受
講
料

無
料

(材
料
費
は
実
費

個
人
負
担
)

申
込
方
法
三
月
三
十
一
日
ま
で

日

3
月
初
日
(
土
) に

勤
労
青
少
年
ホ

i
ム
(
曾
③

l
二
二
五
一
一
一
)
へ

(勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
)

募

集

-
水
主
町
団
地
分
譲
住

宅
購
入
者
(
住
宅
金

融
公
庫
・
住
宅
ロ
ー

ン
付
)

所
在
地
水
主
町
一
丁
目

募
集
戸
数
二
十
二
戸

譲
渡
予
定
価
額
千
七
百
八
十
五

万
円

t
二
千
二
百
八
十
八
万
円

〔
住
宅
金
融
公
庫
借
入
予
定
額
〕

六
百
四
十
万
円

t
千
百
三
十
万

円〔住
宅
ロ

l
ン
借
入
限
度
額
〕
コ
一

百
五
十
万
円

t
千
三
百
万
円

入
居
時
期

八
月
の
予
定

現
地
案
内
会
三
月
二
十
八
日
ま

で
の
毎
週
日
曜
日

午
後
1
時

I
3時 問

合
せ
先
県
住
宅
供
給
公
社
分

議
課
(
曾
長
崎

@
l
一
二
五
一
)

(
企
画
課
)

-
第

2
回
ぜ
ん
そ
く
児

体
験
入
院
希
望
者

国
立
長
崎
中
央
病
院
小
児
気
管

支
瑞
息
病
棟
「
あ
か
ね
教
室
'
一
で

は、

春
体
み
を
利
用
し
て
、
ぜ
ん

そ
く
で
悩
ん
で
い
る
お
子
さ
ん
の

た
め
に
体
験
入
院
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

期
間
三
月
二
十
九
日

1
四
月
三

日
ま
で
(
五
泊
六
日
)

対
象
者
・
定
員
小
学
一
年

t
中

学
三
年
の
ぜ
ん
そ
く
児
、
三
十

人
内
容

V
日
課
表
に
よ
る
規
則
正

し
い
生
活
V
身
体
的
鍛
練
(
冷

水
ま
さ
っ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ぜ

ん
そ
く
体
操
、
サ
ー
キ
ッ
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
)
V
発
作
時

の
対
処
の
仕
方
の
習
得
(
腹
式

呼
吸
法
、
排
疾
法
、
薬
の
正
し

い
使
い
方
な
ど
)
V
肺
の
機
能

検
査
V
父
兄
に
対
す
る
指
導
カ

ウ
ン
セ
リ
ジ
グ

申
込
方
法
三
月
十
五
日
ま
で
に

国
立
長
崎
中
央
病
院
東
二
病
棟

(曾
②
|
三
三
二
)
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で
お
申
込
み
下
さ

福
祉
セ
ン
タ
ー

-
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
新

入
団
員

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
で
は
新
入
団

員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
今
春
一
年
生
と
二
年
生
の

少
女

定
員
一
年
生
H

八
人
、
二
年
生

H

四
人

申
込
方
法
三
月
十
五
日
ま
で
に

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
学
校

名
.
学
年
、
電
話
番
号
、
保
護

者
名
を
書
い
て
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
長
崎
県
第
七
回
(
松
並
一
丁

目
二
四
六
l
五
、
中
地
区
公
民

館
気
付
、
蜜
③
|
一
三
七
六
)

へ

(
社
会
教
育
課
)

-
大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
会
員

例
会
毎
週
火
曜
・
水
曜
、
午
後

七
時
2
九
時

場
所
中
地
区
公
民
館

会
費
月
三
百
円

申
込
方
法
大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
ク
ラ
プ
(
麻
生
正
美
智
③
|

二
七
六
六
)
へ

※
三
月
二
十
八
日
(
日
)
午
前
十

時
か
ら
三
域
小
体
育
館
で
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
大
会
を
開
催
し
ま

す。

(
社
会
教
育
課
)



粉
石
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う

海
や
川
を
守
る
た
め

※ 

保
険
加
入
金
を
当
日
受
付
で
い

た
だ
き
ま
す
)
※
各
自
グ
ロ

ー
ブ
を
持
参
す
る
こ
と

申
込
方
法
三
月
二
十
日
ま
で
に

住
所
、
氏
名
、
学
校
、
学
年
、

電
話
番
号
を
ハ

ガ
キ
ま
た
は
電

話
で
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

指

導

者

市
軟
式
野
球
協
会
員

主

催

市

教
育
委
員
会

主

管

市

軟
式
野
球
協
会(

体
育
課
)

-
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ

ル
ス
大
会

こ
般
駅
伝
A
〕
①
番
童
②
農
協
(
西
中
二
年
)
⑤
法
山
広
展
(
西

青
年
部
A
③
銀
杏
ク
ラ
ブ
④
走

友

中

二
年
〉
⑤
山
崎
保
(
西
中
二
年
)

会
⑤
大
村
消
防
署
A
@
清
掃
課
A
〔
小
学
生
A
U
五
・
六
年
〕
①
浦

l
区
間
賞
l
一
区
H

森
岡

直

人

田

嘉
明
(
西
小
六
年
〉
②
開
雄
二

(
工
業
高
職
員
)
二
区
H
平

繁

則

(

三
城
小
六
年
)
③
吉
田
浩
二

(番
童
)
三
区
H

上
松
修
一
(
長
(
三
浦
小
六
年
)
①
森
本
博
(
大

崎
空
港
ビ
ル
A
)
四
区
H
中
島
優
小
五
年
)
⑤
田
添
信
樹
(
萱
小
五

(清
掃
課
A
)
五
区
H
松
田
鶴
男
年
)
@
山
口
博
敏
(
三
浦
小
六
年
)

(

番

童

)

〔

小

学

生

B
H
三
・
四
年
、
中
学

二
般
駅
伝
B
〕
①
重
迫
中
隊
A
生
以
上
全
女
子
を
含
む
〕
①
神
野

①
十
六
連
三
中
③
十
六
連
四
中
A
与
志
男
(
三
浦
小
四
年
)
②
外
尾

④
十
六
連
二
中
⑤
十
六
連
一
中
@
義
満
(
旭
小
四
年
〉
③
狩
峰
邦
彦

重
迫
中
隊
B
I
区
間
賞
l
一
区
リ
(
中
央
小
四
年
)
④
岩
永
秀
男

大
川
義
則
(
十
六
連
三
中
)
二
区
(
福
重
小
三
年
)
@
楠
本
貴
成

H

藤
原
厚
(
中
央
小
四
年
)
⑥
荒
川
義
和

(重
迫
中

隊

(

福
重
小
三
年
)

A
)
三
区
H

〔
小
学
生

C
u
-
-
二
年
〕
①
東

鳥

越

清

志

政

洋

(
中
央
小
二
年
)
②
野
本
直

(重
迫
中
隊
希
(
大
小
二
年
)
③
古
賀
敬
史

A
)
四
区
H

(

大
小
二
年
)
①
山
本
貴
啓

(大

坂
上
美
彦
小
二
年
)
@
古
賀
弘
之
(
中
央
小

(
重
迫
中
隊
・
二
年
)
@
田
中
厚
志
(
竹
小
二
年
〉

B
)
五
区

H

(

体
育
課
)

吉
野
一
(
重

迫
中
隊
A
)

〔
中
学
生
〕
①

休

坂

勝

幸

(
西
中
二
年
)

@
一
瀬
永
充

(
西
中
二
年
)

③
中
川
内
茂

(
西
中
二
年
)

@
江
口
一
憲

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、
そ
の

一
環
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
実

施
し
、
職
場
閣
の
親
睦
と
健
康
の

増
進
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
市
民
の

皆
さ
ん
が
サ
ッ
カ
ー
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
乙
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
す
。
多
数
ど
参
加
下
さ
い

日
時
四
月
四
日
(
日
)
午
前
九

時
か
ら

場
所
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
内
運

動
広
場
ほ
か

対
象
市
内
に
所
在
す
る
職
場
、

職
域
(
広
域
団
体
な
ど
を
含
む
)

に
在
職
す
る
職
員

・
会
員

申
込
方
法
三
月
二
十
日
ま
で
に

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局

(
植

松
三
丁
目
六
七
三
、
曾
②
|
六

七
八
二
)
へ

主
催
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

後
援
市
、
市
教
育
委
員
会
、
市

体
育
協
会

昭和57年 3月 1日
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ポ

ツ

ス

日
時
三
月
十
四
日
(
日
)
午
前

九
時
か
ら

場

所

市

民
体
育
開

種

目

一

般
男

・
女
、
初
心
者
男

-
女
、

教
職
員
、
高
校
男

・
女

中
学
男
・
女
(
学
年
別
な
し
)

使

用

球

中
学
男
女
の
み
合
成
シ

ャ
ト
ル
、

そ
の
他
は
水
鳥
公
認

-
市
制
施
行
判
周
年
記

念
第

5
田
市
民
駅
伝

大
会
成
績

二
月
十
四
日
、
入
国
者
収
容
所

周
囲

コ
l
ス
で
小
学
生
六
百
八
十

三
人
、
中
学
生
五
十
二
人
、
一
般

三
百
八
十
五
人

〈
駅
伝
A
四
十
四

チ
l
ム、

駅
伝
B
三
十
一
チ
l
ム

車
い
す
ニ
チ
i
ム
)
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

bν
れ

I
LF
 

参
加
費
中
学
男
女
の
み
一
人
百

五
十
円
、
そ
の
他
一
人
五
百
円

申
込
方
法
三
月
十
日
ま
で
に
パ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
(
市
役
所
内

中
島
泰
二
あ
て
)
へ

(体
育
課
)

-
第
初
回
県
身
体
障
害

者
体
育
大
会

身
体
障
害
者
の
体
育
の
振
興
と

更
生
意
欲
の
助
長
を
図
る
乙
と
を

目
的
と
し
て
、
例
年
実
施
さ
れ
て

い
る
身
体
障
害
者
体
育
大
会
を
本

年
も
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
五
月
二
十
三
日
(
日
)
午

前
九
時
三
十
分
か
ら

競
技
種
目
・
場
所
〔
陸
上
〕
長

崎
市
営
陸
上
競
技
場
〔
洋
弓
〕

長
崎
市
民
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

〔
卓
球
〕
長
崎
平
和
会
館
〔
水

泳
〕
長
崎
市
民
総
合
プ

i
ル

参
加
資
格
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
十
六
歳
以
上
の

人
(
四
月
一
日
現
在
)

申
込
方
法
三
月
十
日
ま
で
に
福

祉
課
ま
た
は
身
体
障
害
者
団
体

連
合
会
事
務
局
へ

(
福
祉
課
)

-
第
ね
回
小
学
生
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
成
績

りおおむ

(体
育
課
)

二
月
七
日
(
日
)
、
市
民
体
育

館
で
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主

催
で
二
十
五
チ
l
ム
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
六
年
男
子
〕
①
松
原
ク
ラ
ブ
②

福
重
A
〔
五
年
男
子
〕
①
福
竜

A
②
松
原
〔
六
年
女
子
A
〕
①

西
大
村
②
松
原
A
〔
同
B
〕
①

福
重
B
②
放
虎
原
〔
五
年
女
子
〕

①
西
大
村
A
②
大
村
Aハ

体
育
課
)

-
小
学
生
軟
式
野
球
教

室

期
間
三
月
二
十
七
日

t
三
十
一

日
ま
で
(
午
前
九
時
1
午
後

一

時
)

場
所
市
営
野
球
場

対
象
・
定
員
現
在
の
小
学
三

1

五
年
生
ま
で
の
男
子
、
四
十
人

程
度
(
先
着
順
)

守

参
加
費
無
料
(
た
だ
し
、
傷
害

-
市
制
施
行
制
周
年
記

念
第

1
回
市
長
杯
争

奪
職
場
職
域
対
抗
サ

ッ
カ
ー
大
会

市政だより

日
本
体
育
協
会
、
日
本
サ
ッ
カ

ー
協
会
で
は
、

毎
年
四
月
の
第
一

日
曜
日
を
タ
サ
ッ
カ
ー
の
日
4

と

定
め
、
全
国
い
っ
せ
い
に
各
協
会

で
催
し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

(7) 



(8) 

も

よ

お

し

り

-
幼
児
の
し
つ
け
教
育

講
演
会

おおむ

幼
児
の
「
く
せ
」
や
「
反
抗
」

「
偏
食
」
な
ど
の
問
題
を
わ
か
り

や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
三
月
十
三
日
(
土
)
午
後

二
時

Z
四
時
ま
で

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師
文
学
博
士
武
藤
雪
下
先
生

(
長
崎
大
学
教
援
〉

(
社
会
教
育
課
)

市政だより昭和57年 3月1日
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-第
8
回
大
村
少
年
合

唱
固
定
期
発
表
会

一
年
間
の
練
習
成
果
を
市
民
の

大村市蕎年国文化会

好演技に客席から拍手

文化活動の一端を広く市民の皆さんに見てもら

おうと 2月14目、市青年団連絡協議会の第四回文

化祭がコミュニティセンターで行われました。乙

の日は故市川房枝女史記録映画 fS7歳の青春」上

一

…

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
♂
に

一

一
市
連
合
婦
人
会
で
は
、
作
品
目
時
三
月
五
日
、
午
後
一
時
一

一
展
、
生
活
展
、
即
売
会
に
あ
わ

t
三

時

一

一
せ
て
愛
の
献
血
運
動
を
行
い
ま
場
所
市
民
会
館
駐
車
場
一

一

す

。

市

民

の

皆

さ

ん

の

ご

協

力

(

福

祉

課

)

一

一

を

お

願

い

し

ま

す

。

一

演のあと、芸能発表一歌合戦などがありましたが

青年団の皆さん役者ぞろいで、好評のうちに終了し

圃
あ
い
ま
い
な
金
取
引

や
商
品
取
引
の
誘
い

に
ご
注
意
を

年青

主
催

そ

ました。

大
村
少
年
合
唱
団
母
の
会

(
社
会
教
育
課
)

う
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